
自ら思ったことを書き、応答し合える児童の育成を目指して
教職実践基礎領域

竹下　千尋

I　主題設定の理由

1
。児童の実態と問題意識

私か学校サポーター活動と教師力向上実習I・Ⅱを行ったA小学校では、人とかかわることを大切に思う

気持ちや自身の心が発達してきたという実感をもっている児童を1人でも増やしたいという思いのもと、異

学年での集団活動を通して、互いに支之合い、思いやりや感謝の心と社会性を育てようとしている。しかし、

白分の気持ちを正直に伝えることが苦手な児童もいる。今回の実習で私か担当した学級の児童たちは、TL年

生の頃から話し介い型の授業やかかわり介いを重視した教育を受けてきている。そのため、ペアやグループ

での活動を通した交流ができる児童が多い。
また、様々な資料から必要な情報を読み取り、自分の設定したテーマに合わせで情報を整理し、読み取っ

た情報から思ったことを新聞にまとめる力も十分にあ
る。
しかし、多くの児童が、生活経験の中で思った抽象的なことを文章で表現することに苦戦していた。これ

らは、児童たちが自分の思いを表現するためのことばを十分に持ち合わせていないこと、自分の心の中にあ

るものごとを自分の言葉であらわすことに苦手意識をもっていることが背景にあるのではないかと考える。

また友達との会話では、自分の思いを伝えるごとに意識がいくことが多いようである。相手の言動の背後

にある思いに触れながら、お互いを受けとめ合い、応答し合える環境づくりが大事だと考える。

以上のことから
、児童の課題は次の2点であると考

えた。1点目は、普段の生活体験から得た思いや考え
を、素直に文章で表すことが苦手なことである。2点
出対目手の言動の背後にある思いに触れながら、お互
いを受けとめ合い、応答し合える機会が少ないことで
ある。
村山士郎（2009）は「近年

、･……多くの生活語を体
験しないままにことばだけを知っている子どもが増え、
人間的な『思い』がことばの中に宿るプロセスが希薄
になっているのではないか。」と述べている。つまり村
山は、生活体験・感情とことばの教育が結びつかない
ために、感情表現や感情コントロールの苦手な児童、
自分なりの表現が苦手な児童の増加につながっている、
と考えている。この課題に対し村山は、書いたものを
安心して受けとめてもらえる関係を築くこと、生活体

験や感情を文章にすることが大切であると述べている。さらに楠凡之（2015）は児童の人間関係について、

「幼少期から自分の存在を肯定してくれる相互応答的な関係を奪われてきた子どもたらは、自分の存在を丸

ごと受けとめてくれる関係を切実に求めながらも、結果として築く人間関係は支配一被支配の関係、傷つけ

あう関係に陥りがちである
。また、相互依存関係であ

るがゆえにその中に自分の生きづらさや葛藤を投げ
込んでしまうことも少なくない。」と述べている。また
この課題に対して､応答的な人間関係を築くためには、
「お互いの行動の背後にある思い」を理解できるよう
に教師が援助していくことが必要であるとも述べてい
る。
私は村山と楠の考えを参考に

、実習で担当した学級
の児童たちには､書いたものを安心して受けとめ合い、
お互いの言動の背後にある思いを感じとることで、普
段の生活体験で得た思いを文章にする力、応答的な人
間関係を築く力を育むことが必要であると考えた。
自ら思ったことを表現し

、応答的な人間関係を築く
ための一つの方法に、作文教育（生活綴方教育）かお
る。作文教育は、1つには自分の生活に向き合って作
文を書かせることを通して、自分の思ったことを素直
に書くこと、2つには何気ない生活の中で、心をふる
わせ動かした事実を書き読み合うことを通して、心が
ひらかれ、つながりあう人間関係を構築し自己肯定感
とともに他者理解を育て深めることを最大の目的とし
ている川本作文の会、2016)。
また

、小川人郎(1966)によれば、生活綴方教育で
は、児童さまざまな偏見にとらわれすに生活の事実や
考えや感情をありのままに表現できるような指導を重
視している。
これらのことを踏まえて

、私は児童だもの書く力と
児童同士のつながりに注目した。教師力向上実習では、
自分の思いを文章にあらわすためにA小学校で行われ
ている、「書けマス作文」の発展の追究や日記指導､授
業での学びの共有を通して、自ら思ったことを書き、
応答し合える児童の育成を目指して取り組んでいきた
いと考えた。
「書けマス作文」とは

、ます3分間で教師が提示す
る子－マについて自らの思いを書き、3分で書けたと
ころに印をつける。その後2分間で作文にまとめ、作
文の内容をさらに短く表現した川柳まで完成させると
いうものである。二の実践は、限られた時間のなかで

161



経験したことや情報を整理し、自分の思いとともに文

章でまとめる力が育成されると考える。私は「書けマ

ス作文」や日記指導、授業での学びの共有を通して、

生活体験や感情を書きことばで表す機会を増やし、そ

れを受けとめあう関係をつくることで、子どもだもの

書く力と友達と応答し合える力が育成されるのではな

いかと考えた。

2 ．研究主題の意味

以上の検討をふまえ､本研究では児童たちが普段の

生活体験の中で感じたことや思ったこと、疑問や考え

たことなどを素直に文章で表すことを「自ら思ったこ

とを書く」とした。

また、意見や感想を伝え合う活動を通して、書いた

文章の良し悪しではなく、お互いの書いたものを安心

して受けとめ合い、書き手の背後にある思いを理解し

合い､お互いの存在を肯定し合うことを、「応答し合う」

とした。

生活の中で見つけた疑問や自然な感情や考えを素直

に文章で表し、それを使った交流を通して受けとめ合

う関係やお互いを認め合える児童を育てたいと思い、

研究主題を「自ら思ったことを書き、応答し合える児

童の育成を目指して」とした。

Ⅱ　研究の方法

1 ．研究の目的・目指す児童像

本研究では、実践対象であるA小学校第6学年1組

の児童たち（男子18名、女子15名、計33名）が

次の2 点を達成することを目的としている。

１点目は、学校生活と日常生活につながりをもち、

自ら思ったことを書けるようになることである。児童

たちが普段の生活の中で感じたことを素直に文章に表

し交流を重ねることは、児童が友達の新たな一面を知

ることにもっながる。そのため、児童は今までよりも

広い人間関係が構築できるようになるのではないかと

考えた。

2 点目は、児童が自分が書いた文章を受けとめても

らう経験をしながら、友達と応答し合えるようになる

ことである。教師からのコメントや友達との会話を通

して、また自分の書いた文章や友達の文章を認め合う

ことで文章を書くことへの抵抗が少なくなるとともに、

友達と応答し合えるようになるのではないかと考える。

また、読み手を意識して書くことによって文章の書き

づらさや文章への苦手意識が減り、児童たちが自ら書

こうとするようになるのではないかと考えた。

2 ．研究の手立て

①日記指導

作文への抵抗感を減らナために、自主ノートを使っ

て日記を書かせた。実習I では週に2 日は1 ページを

使って日記を書き、それ以外の日は普段感想を書いて

いる部分に日記を書かせるようにした。実習Ⅱでは曜

日のみ指定し､書く分量に規定は作らないこととした。

児童たちの自主学習もしたいという気持ちを尊重した

ためである。また実習Ⅱでは、「書くことがなくて困っ

ている。」とい う児童の声を受けとめ、2 回ほど日記の

テーマを設定した。実習I 、実習Ⅱを通して、児童が

書いた日記はその日のうちにコメントを付けて返すよ

うにした。

②テーマ付き「書けマス作文」

学校行事や日常生活の中で感じることや、教師から

提示されたテ－マについて「書けマス作文」を使って

書かせた。担任の先生と協力してテ－マを決め、提示

するようにしか。テーマは、森川正樹（2011)と水登

伸子（2017）に掲載されているお題リストの中から、

児童の様子や生活に直結しそうなものを選んだ。また、

児童が考える時間を確保するために、従来の「書けマ

ス作文」より多く時間をかけたり、朝一番で黒板にテ

ーマを書いたりした。また今まで通り、行事の振り返

りの「書けマス作文」も行った。

③国語科「風切るつばさ」、社会科 「新しい日本、平

和な日本へ」授業実践

実習Iでは、国語科「風切るつばさ」の授業実践を

行った。その際授業のまとめや感想を、ノート用の「書

けマス作文」の原稿用紙を使って書かせた。授業で学

んだことと、それについて考えることについて理由を

明らかにしながら書かせるようにし、考えたことを相

手が分かりやすいように整理して伝えられるようにな

ることを目指した。

実習Hでは、社会科「新しい日本、平和な日本へ」

の授業実践を行った。児童が歴史的・社会的事象を身

近なこととしてとらえ、自分なりの意見をもって友達

と共有できるよう、授業のおわ叫こ「自分だったらど

う思うか」という設問を設けた。授業の振り返りの時

間を使って児童に自分なりの意見を書かせ、次時の初

めに全員の意見をまとめたプリントを配って意見の共

有を図ったO

④「風切るつばさ」オリジナルストーリー作成（実習I

）

国語科「風切るつばさ」の学習の後、物語の続きを

自由に書かせた。児童たちが自ら書く意欲を沸かせら

れるように、教師側から分量の指定は出さす、絵を入

れてもよいこととした。また、漫画で描く案も教師側

から提案し、様々な文章の表現方法があることを伝え

た。教師側からの唯一の条件として、一番初めの場面
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で主要な登場人物の会話を入れるようにし、本文中の

登場人物の心情について、読み取りを確認した。

⑤学活 「オリジナル作文コンテスト」（実習I ）

学活の時間に、「書けマス作文」、「オリジナルストー

ジー」、「日記」部門に分かれて交流会を開催した。自

分でエントリーする作品を選び、児童にオリジナルの

賞を決めさせることで、主体的に活動に参加できるよ

う工夫した。さらにお互いの作品について直接意見交

流することで、自分の作品だけでなく友達の作品も紹

介し、友達のよさや新たな一面を発見できる交流をめ

ざした。付箋を使ってコメントを残すことで、児童同

士での応答し合う場が生まれるよう工夫した。

3 ．検証方法

・日記の分析

・書けマス作文の分析

・授業でのノート、振り返り作文の分析

・アンケート結果の分析（実習Iにおいては、平成29

年5月29日と6月23日こ実施した。実習Ⅱにおいて

は、平成29年11月22日と12月21日に実施した。）

なお本発表では、児童の日記や「書けマス作文」、を

多数引用するが、個人情報にかかわる表現は伏字に直

した。

Ⅲ　教師力向上実習I （期間：平成29 年5 月29 日

～6 月23 日）

1 ．手立て

①日記指導

白主ノートを使って、週2回日記を書かせた。児童

の作文への抵抗感を低減することを目標とした。また、

私かその日のうちにコメントを入れて返却することで、

児童と教師との関係づく 叫こも繋がると考えた。

②テーマ付き「書けマス作文」

学校行事々生活体験の中で思ったことについて、森

川（2011）に掲載されているお題リストの中から子－

マを提示し、「書けマス作文」を書かせたOさらに、児

童が書く内容を考える時間を確保するために、従来の

「書けマス作文」より多く時間をかけたり、朝一番で

黒板にテーマを書いたりした。

③ 「風切るつばさ」オリジナルストーリー作成

国語科 「風切るつばさ」の学習の後、物語の続きを

自由に書かせた。分量の指定はせす、絵を入れてもよ

いこととし、漫画で描く案も提案した。児童が本文の

内容や登場人物の心情の変化をどう読み取ったのかを

判断するために、物語の一番初めの場面で主要な登場

人物の会話を入れるようにした。

④国語科ふり返りシート

授業のまとめや感想をノート用の 「書けマス作文」

の原稿用紙を使って書かせた。理由を明らかにしなが

ら書くように意識させ、内容を整理して伝えられるよ

うになることを目指した。

⑤学活オリジナル作文コンテスト

実習の終盤、学活の授業を使って 「書けマス作文」、

「オリジナルストーリー」、「日記」部門に分かれて交

流会を開催した。児童が主体的に活動に参加できるよ

う工夫し、友達のよさや新たな一面を発見できる交流

をめざした。さらに、付箋を使ってコメントを残し、

児童たちが応答し合う場が生まれるよう工夫したO

2 ．日記指導

≪児童の日記から≫

A 児（男子）

A 児は日記指導を通して、設問①（書けマス作文を

書くことが好きだ。）と⑨（自分の気持ちや考えたこと

を、素直に作文に書くことができる。）が肯定的に変化

した児童である。

｢スプラトゥーンをやった｣

きょう家でスプ ラトゥーンをやりました。

ランクが子がりそうになっだけど子がりませんでした。

たのしかったです。

A 児がこのような日記を書いたとき、私は「スプラ

トゥーン、先生も気になる！ランクがあるんだね。お

こづかいためて､先生も買うぞー！」とコメントした。

あえて友達のような言葉でコメントしたのは、A 児の

緊張をほぐし、私と応答し合う関係を築きたいと思わ

せるように意識したためである。

こうしたコメントを繰り返した結果、実習最後のA 児

の日記は次のようなものになった。

｢もしスペアポケットがあったら｣

もしスペアポケットがあったら、どこでもドアともし

もボックスと、タケコプターがほしいです。

もしもボックスでお金のいらない世界にしたいです。

事実を簡単に記し、最後に感想を書いていた先の日

記と比べると、A 児の素直な思いが文章に表れている

のが読みとれる。文章を詳しく書くことは苦手だが、

一番伝えたいことはきちんと文章にしようとしている

ようだった。

A 児のアンケート結果を見ると、設問⑨において回

答番号が2から１に変化している。その理由の変化は、

「間違っていたらどうしようと思うから」から「みん

なに伝えたいから」である。このことから、A 児が自

ら考えたことを書くことに抵抗がなくなり、さらに周
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囲に自分の思いや考えを伝えたいと思っていることが

分かる。

これらの結果から、児童と対等な立場からコメント

し、教師と児童との応答し合う関係を意識することが

児童の素直な気持ちを引き出し、書くことへの抵抗感

を減らすことに有効だと考えられる。

B児（男子）

B 児は日記指導を通して、設問⑨が肯定的に変化し

た児童である。

B児は、実習初日に以子の日記を書いている。

今日そろばんに行きました。

しけん１級勉強をしました。

『カチカチ』

そろばんの音がひびきます。

2 時間やりました。

2 時間目はF1 をやりました。

かけ5分わり5分みとり5分です。

『くーむすかしいー』

という声をだしてしまいました。

しかしさいごにはとけてうれしかったです。

この口記に対し私は､「おつかれさまでした！そろば

んの力は、大人になってからも役に立つから、今のう

ちにがんばって力をつけよう。先生も、習っておけば

よかったよお。」と、B 児の努力をねぎらい、私自身の

経験を踏まえた、更なる努力に向けて励ますようなコ

メントをつけた。ほかにも、口記にセリフや絵を入れ

たことに 「分かりやすく伝わってきます」とコメント

したり、「半九九って初めて知りました！」と素直な思

いを述べたりした。私自身の経験を書いたのは、B 児

の緊張をほぐし、応答し合う関係が生まれるように意

識したためである。

こうしたコメントの積み重ねの中で、実習期間に書

いたB 児の最後の日記は、次のように変化した。

今日がっこうで50m クロールをにがりました。

44秒でした。どうしたら速くなるのかを△△先生にきい

たら、いきつぎをへらしたらといわれたので次はそうし

たいです。またあしたはひらおよぎをはかるので、

『やっか一』

『よっしやー』

といえるようにがんばりたいです。

すいえいきろくかいには、40 秒から30 秒ともっと速

くおよげるようになりたいです。

また、ほかの人にも勝てるように、スイミングでも、も

っときあいをいれてもっともっと速く泳ぐために、いき

つぎをへらしたり、クイックターンを少しでも速くでき

るように、スイミングの先生に聞きたいです。とくにひ

ら泳ぎに力をいれていきたいですo

最初の日記と比べると、明らかに文章が長くなって

いるのが分かる。最初は自分しか登場しなかったが、

次第に友達や周りの人が登場するようになり、絵も詳

しく描くようになった。最後の日記では自分の課題を

設定し、周りの人に教えてもらいながらどのように解

決していくのかが書かれている。

実習前と実習後に行ったアンケートの結果を比べて

みると、設問⑨において、回答番号が3 から1 に変化

しているO 番号を選択した理由の変化は、「他のことで

マスが埋まってしまう」から、「自分の気持ちの方が書

きやナいから」である。

これらのことから、教師からのねぎらいの言葉や素

直な思いがきっかけで、児童が自ら思ったことを書き

たいと思ったり、日常生活での周りの人とのかかわり

に目を向けるようになったのではないかと思われる。C

児（男子）

C児は日記指導を通しても、アンケートの結果が肯

定的に変化しなかった児童である。

C児は実習が始まった頃、次のような日記を書いてい

た。

今日は月例マラソンがあり久しぶりにやるので

やりたいけどやりたくないなというもやもやした感じ

でやっていて　さいしょにとばしすぎてさいごの方に

バテてなかなか上手に走れませんでした。

この日記に私は、「マラソン､ 本当にお疲れさまでし

た！よくがんばったね！走った後はゆっくりお風呂に

入ったり、マッサージをしたりして、疲れが残らない

ようにしよう。」と、C児の努力を認めるようなコメン

トをした。

しかし、実習期間中最後の日記でも、

プールでクロール50m およげるかな？としんぱいし

ながらやってみたらいがいにいけました。だけどターン

のときに 囗いっぱいに水が入ってしまいロスしてしま

ったけど50 何秒かでおよげました。

と、日常での出来事でうまくいかなかったことが書か

れ、そのあと自分の中で納得する文章が書かれて終わ

っている。また、実習が進むにつれて児童自身の気持

ちを表す言葉も少なくなっていった。

アンケートの結果を見ると、設問⑨では回答番号が

2 から3 に変化しているO選択した理由は、「ほとんど

は自分の気持ちを書けるけど、たまに二のこと知ら汗

だくないなと思ってしまうときがある。」から、「恥す

かしいことがあったら素直に書けない」と変化した。

これらの結果から、この児童は私と応答的な関係を

築くためには、共感的なコメントや頑張りを認めるコ

メントだけでは有効ではなかったことが分かる。アン

ケートで「恥すかしいことがあったら素直に書けない」

と記述していることから、私から日常を自己開示し､C

児が心をひらき、「恥すかしい」と感じる機会を減らす
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工夫ができたらよかったのではないかと考える｡

3．テーマ付き｢ 書けマス作文｣

｢なりきり作文｣

テーマ付き｢書けマス作文｣のうち､｢なりきり作文｣

については、児童たちの個性あふれる文章が多数みら

れたテーマである｡

D 児( 女子) はなりきり作文をテーマにした際、次

のように書いた｡

私は、総理大臣です｡私の一目は、会議だらけ・・・｡

他の国の大統領もかわり、大変・・・。でも、私は国の

ためにがんばる総理大臣である｡すいみん時間は約一日

で1時間｡短いけれどこの間でいろんな夢を見る｡今日

の出来事、私じゃなくなった時次の総理大臣のことな

ど。たまにはお酒飲んだり…へへへ、これもこれで

たのしいのであーる。

この文章では、D児の豊かな想像力がうかがえる。

口語体で書かれた文章から､D児が考える「総理大臣」

という職業について、自ら思ったことを素直に書いた

文章であるとこが読み取れる｡また、［楽しい］という

言葉で文章が終わっていることから、D児自身も楽し

みながらこの作文を書いたのではないかと考える｡

D 児の設問①におけるアンケート結果は、2 から1

に変化している｡ 理由は、「題によって思いつくのと思

いつかないのがある」から、「作文を書くことですっき

りする」に変化している｡ 書くテ－マによって書く内

容や文章量に差が出ているが、心が動いた行事やテー

マがあると、文章量が増えたり素直な気持ちが書かれ

たりすることが多いと分かった。児童の生活や自ら思

ったことを引き出すきっかけをつくる上で、テーマを

提示することは概ね有効なようである｡

「先生への手紙」

このテーマは、児童の素直な願いが文章によく表れ

ていたテーマである｡

E 児（男子）は「先生への手紙」とい うテーマで「書

けマス作文」を書いたとき、次の文章を書いている｡

竹子先生へ

教育実習が終わっても、6 年1 組にいますか？先生が2

人いた方がいいのでいてください｡ もっと、授業を楽

しくしてください。○○先生に、土、日は野球で宿題が

できないので、へらしてくださいと、言ってくださいお

願いします。

A しょうに　もっといてよね　おねがいよ

この作文に対し私は、「教育実習が終わっても、6 年1

組に来るよ！よろしくね｡

E 児さんは、どんな授業が楽しい授業かな？先生も勉

強したいので、教えて子さい！

宿題については、○○先生にお話聞いてみるね。」と返

事を書いた｡ その際、E 児の質問に素直に答えること

で、応答し合 う関係が深まるように意識した。また、

「楽しい授業」について具体的に質問し、E 児自身が

「楽しい」とはどんなことかを考え、「楽しい」という

一言にも様々な種類があることに気づくきっかけを設

けた｡

E 児の設問①におけるアンケート結果は、3 から2

に変化している｡ 回答した理由の変化は、「文章が思い

うかばない」から「好きだけど、言葉が思いうかばな

い｡」である｡

文章が思い浮かばす 「書けマス作文」に少し苦手意

識をもっていたE 児も、このテーマのように「普段言

いたいけれどなかなか言えないこと」を自由に書くこ

とができると自分から鉛筆をもち、楽しそうに自ら思

ったことを書いていた｡ またE 児は、書く内容の自由

度が高かっかことで、先生から求められていることを

書くのではなく、自分が思ったことを素直に書いてい

いと感じたのではないだろうか｡ その結果、アンケー

トの記述に「好きだけど」という言葉が加わったのだ

と考えられる｡

「高れい者ぎじ体験」

また、印象深い行事に関する振り返りも、児童の自

ら思ったことを引き出すのに効果的であった｡

F 児（女子）は高齢者疑似体験を振り返って、以子

の文章を書いか。

私は、今日、福祉実践教室で高れい者ぎじ体験をしま

した。曇った眼鏡やおもりのついたものを着け、階段を

のぼりおりしたり、小さな字を読んでみたりしました｡

全て、私か普通に生活していたものと真逆で、とても大

変でした｡ どんなことをやるにせよ、とても不自由でし

た。高れい者の方々は、こんなに大変な生活をしていた

んだなと実感しました。もし、どこかで、高れい者の方

に出会ったら、何か手助けをしたいと思いました｡ 良い

経験ができて良かったでず｡

この作文からはF 児の体験を伴った驚きと、そこか

ら思ったことを具体的に読み取ることができる｡ 作文

の前手には高齢者疑似体験で自分がどんなことを体験

しだのかが詳しく書かれており、｢私か普通に生活して

いたものと真逆｣ という言葉から、F 児が大きな驚き

を感じたことが分かる｡またその後の｢高れい者の方々

は、こんなに大変な生活をしていたんだなと実感しま

した｡｣ という言葉は、F児の素直な気持ちがよく表れ

ているのではないかと考える。

F 児の設問①におけるアンケート結果は、回答番号

が2 から1 に変化している｡ また番号の選択理由は。｢

一週間に一度､『書けマス作文』を書くことによって、

国語力が身につくと思うから｡ でも、文章が思いつか

ながったり、少しめんどうな時かおるから。｣から、｢一
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つのテーマについて考え、文章を書いていくことが楽

しいから。」に変化している。

一方F 児は、「六年生で楽しみなこと」というテーマ

では、以子の作文を書いている。

私か、六年生で楽しみなことは、修学旅行です。修学

旅行は、京都、奈良の一泊二目です。旅館で過ごすと聞

き、とても楽しみでした。そして、六年生のクラス替え

の時、仲の良い友達と同じクラスになれるか心配でし

た。でも、仲の良い友達と同じクラスになれたので良か

ったです。その子だちと一緒に、同じ班になれたらいい

なと思います。9月の修学旅行までがとても楽しみです。

この文章と「高れい者ぎじ体験を振り返って」の作

文を読み比べると、こちらの作文は具体的な情報が少

なく、気持ちを表す言葉も少し緊張しているように感

じた。この作文について、修学旅行は楽しみだが仲の

良い子と同じグループになれるか不安でもある、と私

は読み取った。F 児にとって、これから経験していく

ことについて、具体的に想像することは難しかったよ

うである。

このように、まだ経験していないことについて書く

より、高齢者疑似体験のような心が動いた経験を振り

返ったほうが、F 児は比較的分かりやすい文章で自ら

思ったことを素直に書くことができると分かった。

分かったこと

これらの結果から、普段言いたいけれど言えないこ

とや、児童が自ら書きたいと思える出来事の振り返り

をテーマにすると多くの児童が自ら思ったことを書き

やすいということが分かった。一方で､「白由とは何か」

というような抽象的なテーマを提示すると、多くの児

童が困惑して文章量も減少した。そのため、今後は児

童の生活体験や日常につながり、書く内容が具体的に

イメージできるテーマを選んで実践したい。またコメ

ントでは､素直に白分の思いを書けていることをほめ、

緊張感や評価を意識した文章をほぐすことをねらいた

い。

4．「風切るつばさ」オリジナルストーリー作成

国語科の授業実践をきっかけに、児童たちが休み時

間にオリジナルストーリーを考えて遊ぶようになった。

その様子を見て、授業実践の最後に一人すつオリジナ

ルストーリーを書くことを提案した。児童たちは絵を

入れたり漫画で表現したり、それぞれが表現しやすい

方法で物語を書いていた。学活の時間で使うと伝える

と、家に持って帰って書き直す児童どもおいたほどで

あった。

この実践の成果としては、児童たち自身の言葉で物

語を完成させることができた 二とてある。児童だもの

中で何を書くかイメージができていたため、今までの

作文実践のように「何を書いたらいいか分からない」

と言う児童は一人もいなかった。

以上から、児童が興味をもっていることに即しか内

容の文章を書く経験をすることは、児童たちの作文へ

の抵抗感を減らすごとにつながると考えられる。

一方で課題としては、物語の中に児童だもの思いを

反映できなかったことである。教科書の本文を読んで、

登場人物の心情の変化をどのように読み取ったのかを

会話文から推察したが、それに対する自らの思いを物

語やあとがきに反映させることができなかった。児童

の想像したお話で終わってしまったため、その後の児

童たち同士のかかわり合いが児童の応答し合う力に直

接かかおるようなものにならなかった。

5 ．国語科授業振り返り作文

用紙にマス目があることで、児童たちは最後まで文

章を書こうと努力していた。また、指定されたマス目

の中で文章を収めるよう努力している様子も見られた。

さらに、次時間の初めに子どもたらが書いた「書けマ

ス作文」のまとめをプリントにして配布することで、

児童たちは自分の作文が載っていると嬉しそうに印を

つけたり、友達のまとめを熱心に読んだりしていた。

プリントはノートに貼ることで、単元の学習が終わっ

た後でも各自で見返せるようにした。休み時間に友達

と読み合う姿も見られ、児童たちは自然と応答し合う

ことができているようだった。

課題は、書く内容が感想中心になっていたことであ

る。「新しく学んだこと」、「自分の考え」を短時間で思

い浮かべ、文章にすることは児童たちにとって難しそ

うであった。また、授業内で書く時間を十分に確保で

きなかったことも大きな課題であると考える。今後は

キーワードを設定し、児童たちが白分の言葉でまとめ

を考え、十分に書ける時間を確保したい。

6 ．オリジナル作文コンテスト

活動中の児童たちは、終始楽しんで交流しているよ

うだった。いつも仲のよい友達とのみかかわる傾向に

ある児童も、クラス全員の作品を見てより多くの友達

と応答し合おうとしていた。ワークシートのメモを見

ると、グループの友達の作品について要点をおさえて

まとめてあったり、自分の感想や友達の作品について

質問して新たに得た情報などが書き込まれていたりし

た。「友達の作品を、ほかの人に説明しなければならな

い」という状況が、グループ内の交流をより活性化し

たと考えられる。

授業後に振り返りを書かせると、「みんなのを見て

すごくいい作品など、自分のをみんなに見てもらって

うれしかった､ ナごく楽しかった］、「みんなの物語や

『書けマス』、日記がみれてとてもよかった。これから

もみんなの物語や色々なものをみたい。」などのように、

交流に充実感を感じている児童や他者の作品を読むこ
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とで刺激を受けている児童が多かった。

課題は、児童たちの努力を形に残すことができなか

ったため、児童同士の応答し合う関係が浅いものとな

ってしまったことである。今後は児童たちの作品を文

集や通信にのせて、全員がゆっくり作文を読めるよう

にしたい。

7 ．アンケート結果 （設問①と⑨）

設問①は［書けマス作文を書くことが好きだ。］、設

問⑨は 「自分の気持ちや考えたことを、素直に作文に

書くことができる。」とい う問いで、それぞれ「1 ：あ

てはまる」、「2 ：どちらかというとあてはまる」、「3 ：

どちらかというとあてはまらない」、「4 ：あてはまら

ない」の中から1 つを選ぶという方法で回答してもら

った。

書けマス作文を書くことが好きだ
実習前 実習後

【グラフ1: 実習I でのアンケート調査結果(設問①)】

0

20

1　　　　　2　　　　　3　　　　　4. 無回答

自分の気持ちや考えたことを、素直に作文に

‥、　　　　 書くことがで夕る.、
jO

0

]．　　　　2　　　　3　　　　4　　　 無回答

実習

前

実習後

【グラフ2:実習Iでのアンケート調査結果（設間⑨）】上

記の グラフを見る と、設問① と設問⑨ の両方にお

いて1 と2 を回答した人数が多く、実習後 に1 と2 を

選択した人数 の合計は、設問①では4 人増加し設問⑨

では実習前 と同数だった。 また、設問① と⑨の両方に

おいて、3 を回答した児童が減少したこ とも特徴 の一

つである と考え られる。

実習後 のアンケートで設問① と⑨で数値 が上がった

児童は、選択 した理由 に 「作文を書くこ とですっき り

す る」（設問①）、「み んなに伝 えたい から」（設問 ⑨）

な どと書いてい る。

こ のよ うな記述 から、 さまざまな手立てを試みた結

果、 自ら思ったこ とを 素直に作文に表すこ とに気持ち

よ さを感 じ、友達 との対話を通して 自分 のこ とを知っ

て ほしい、友達 のこ とを知 りたい と思 う児童が増 えた

のではない かと思 われ る。

一方、4 に回答番 号が変化 した児童 の理 由を見 ると。

「書くこ とはいいけ ど、テーマにあ わせる と思いつ か

ないときかおる」（設問①）、「自分の気持ちや思いをか

くのはにがて」、「ナなおにかきづらい」（設問⑤）とい

った記述かおり、まだ周りの人に対して緊張していた

り、作文のテーマに抵抗を感じたりしている児童がい

ることが分かった。　どの理由からも自分の文章を読む

相手に緊張感をもっていることが読み取れ、私との文

章を介しか交流がうまく作用しなかったことが分かる。

また設問⑨は、1と回答した児童は減っているが2

と回答した児童は増えていることが分かる。実習後に

2を回答した子どもだもの理由を見ると、「話すことの

難しいことでも、文字としてなら書けるから。」という

記述がある一方で、「人に見られたら恥すかしい」、「で

きるけど多くは書けない」といった記述もあった。

このことから児童たちは､日記指導やテーマ付き「書

けマス作文」の実践を通して、自ら思ったことを書く

ことには抵抗を感じにくくなっているが、それを応答

し合うことを考えたときに、まだ作文への苦手意識が

残っているのではないかと考えた。

このような結果となった理由として、作文を交流す

る機会が少なかったからではないかと考える。国語の

振り返り作文を共有したときは、どの児童も楽しそう

に自分や友達の文章を読んでいた。日記や「書けマス

作文」もこのように共有し、クラス全員が一緒に読め

る機会を設定できたら、少しすつ自分の文章を読む友

達への緊張感がほぐれていったのではないだろうか。IV

教師力向上実習I の成果と課題

1 ．成果

この実習を通して、私は2 つの成果を得ることがで

きた。1 つ目は、分量の指定はせすに日記や「書けマ

ス作文」の回数を増やし、文章を書く時間を確保する

ことで、作文への抵抗感が減少したことである。

2つ目は、共感的なコメント、自己開示的なコメン

トをして児童との応答的な関係の育成を意識すること

で、児童たちが日記を肯定的に受け入れ、自ら思った

ことを素直に書く気持ちよさを感じるようになったこ

とである。

2 ．課題

一方課題としては、次の2 つが挙げられる。1 つ目

は作文の抵抗感をさらに減らすために、児童の作文を

読みながら、児童がどんなコメントを求めているのか

を読み取ることである。児童が書いた文章の背後にあ

る気持ちを読み取り、それに合ったコメントを返ナこ

とで児童の応答し合う力を引き出せるようにしたい。2

つ目は、作文を使った交流をさらに増やし、児童

たちが応答し合う機会を増やすことである。オリジナ

ル作文コンテストのワークシートの記入などから、児

童たちが友達と作品を交流したいと思っていることが
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分かった。実習Ⅱでは学級通信や文集といった手法で、

友達の作品がいつでもゆっくり読めるような交流を考

えたい。

V　 教師力向上実習Ⅱ（期間：平成29 年11 月20

日～12 月21 日）

1 ．手立て

①日記指導

実習I に引き続き、週2 回のペースで実施をした。

実習Ⅱでは、児童たちの文章を読んでどんなコメント

を求めているのか考えながらコメントを入れた。さら

に、児童が応答し介いたいと思うような質問をコメン

トとして多く投げかけた。

テーマ付き日記は､「理想の鍋orピザorカレー」（好

きなメニューを一つ選んで書く）と「デートするなら

ここ！」の二つを実践した。このテーマは、（水登伸

子、2017）を参考にした。文章のみの表現にやりづら

さを感じる児童のために、絵を使って説明しやすいよ

う「理想の鍋orピザorカレー」というテーマを設定

した。また、児童たちの人間関係において、自分に関

することから、周りの友達や異性に視野が広がり、人

間関係にも新たな広がりや他者への興味が強くなって

きていると感じたため、児童が今一番興味のあること

に即したテーマとして、「デートするならここ！」とい

うテーマを設定した。

②テーマ付き「書けマス作文」

テーマは、「校内学芸会を振り返って」、「マラソン

大会を振り返って」、「千尋先生の社会の授業をふり返

って」、「行ってみたい都道府県」、「もし1 億円もらえ

たら」、「もし自分がこのクラスの担任だったら」の6

つを実践した。実習I での学びから実習Ⅱでは、子ど

もたちの努力や成長を認め、私自身の感想も合わせて

コメントすることで、児童との応答し合う関係を意識

した。

③社会科授業での振り返り作文

児童が歴史的・社会的事象を身近なこととしてとら

え、自分なりの意見をもって友達と共有できるよう、

各授業のおわりに「自分だったらどう思うか」という

設問を設けた。授業の振り返りの時間を使って児童に

自分なりの意見を書かせ、次時の初めに全員の意見を

まとめたプリントを配って意見の共有を図った。

2 ．アンケート結果 （設問①、③、⑤、⑩）

設問①は、「書けマス作文を書くことが好きだ。」、設問

③は 「日記を書くことが好きだo」、設問秘は 「自分の

気持ちや考えを、正直に作文や日記に書くことができ

る。」、設問⑪は「普段の生活で、相手の思いや気持ち

を考えながら会話することができる。」という問いで、

それぞれ「1：あてはまる」、「2：どちらかというと

あてはまる」、「3：どちらかというとあてはまらない」。

「4 ：あてはま らない」 の中 から1 つを選ぶ とい う方

法で回答して もらった。

書けマス作文を書くことが好きだ

実習前

実習後

20

0

．1．　　　2　　　　3　　　　4 欠席数 無回答数

【グラフ3 ：実習Ⅱでのアンケート調査結果( 設問①)】

日記を書くことが好きだ
20

0

1　　2　　3　　4　欠席者数　無回答数

実習前

実習後

【グラフ4 ：実習Ⅱでのアンケート調査結果( 設問③)】

自分の気持ちや考えたことを、

正直に作文や日記に書くことができる
2U

O

1　　2　　8　　4　欠席者数　無回答数

実習前実習

後

【グラフ5 ：実習Ⅱでのアンケート調査結果( 設問⑤)】

普段の生活で、相手の思いや気持ちを

考えながら会話することができる
20

0

１　２　３　４　欠席者数　無回答数

実習前

実習後

【グラフ6 ：実習Ⅱでのアンケート調査結果( 設問⑩)】

設問①と設問②におけるグラフを見ると、両方にお

いて1 と2 を選択した人数が多く、実習後に1 と2 を

選択した人数の合計は、設問①おいては実習前と同数

であったが、実習後に1 を選択した人数が6 人増加し

た。一方設問②においては、全体の割合として1 と2

を選択する人数が実習前と実習後共に多く、実習後に1

を選択した児童は2 人増加した。しかし、実習後に1

と2 を選択した児童の合計は5 人減少しているOまた、

実習後に2 を回答した人数が減少し、3 を回答した人
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数が増加したことも特徴の一つであると考えられる。

実習後のアンケートで設問①と設問③で数値が上が

った児童は、選択した理由に「発言できない。恥すか

しい分、書けマスに書く。」（設問①）、「自分の思いを

書くことが楽しいから。」、（設問①「「先生と会話がで

きるから。」（設問③）などと書いている。

このような記述から、普段の授業や学校生活で恥す

かしい気持ちから発言が少なくなってしまう児童も、

日記や 「書けマス作文」を通して自分の思いを表現す

る力が育っており、自分の思いを書くことの楽しさを

感じていることが分かった。また、教師のコメントを

介しての会話を楽しむ児童がいることも分かった。文

章を使った教師とのつながりを児童が必要と感じ、そ

れを実現することが、児童が他者に心をひらくための

第一歩になるのではないかと考えた。

一方設問②は､実習後に2を選択した人数が減少し、

3を選択した人数が増加していることが分かる。実習

後に3を選択した児童の理由を見ると、「あまり書くこ

とがない」、「その日に何もなかったらつまらないから。」

といっか記述がみられた。書くことがないということ

は、児童たちにとって書くことが思い浮かぶような経

験や刺激がないということなのかもしれない。作文だ

けでなく普段の生活にも目を向けて、喜怒哀楽のある

生活をつくれるように心がけることが大切であると学

んだ。また、書いたものを交流する機会がないと他者

からの刺激も少なくなり、自分の文章を膨らませたり

書く視点を見つけたりすることが難しくなる。書いた

ものを交流する機会を増やすことで、児童だもの応答

し合う力を深めることが大切であると思った。

設問⑤、設問⑪においても1と2を選択した人数が

多く、実習全体を通して相手意識や自分の思いを正直

に書くことを意識していた児童が多いことが分かった。

設問⑤については、実習後に1 を選択した児童が3 人

増加している。

実習後のアンケートで設問⑤と設問⑪で数値が上が

った児童は、選択した理由に「自分のことやみんなの

ことが分かるから。」（設問⑤）、「自分も嫌な気持ちに

なりたくないから。」（設問⑪）などといった記述があ

った。児童が自分の思いを整理して、友達がどんな毎

日を送っているのか知りたいという好奇心も抱いてい

るという二とが分かった。また設問⑪では、多くの友

達が相手の気持ちを考えることで、自分が気持ちよく

人間関係を深められると考える児童がいたことが分か

った。相手のことも意識したかかわり合いができるよ

うになっていると感じた。

一方､ 相手意識を強く感じすぎてしまうのか、「自分

か書いた文章を人に見られたくない。」と訴える児童も

いた。児童に直接話を聞くと、気の知れた仲の友達と

なら躊躇なく交流ができるが、クラス全体でとなると

自分の文章に批評が生まれるのではないかと不安にな

ろとのことだった。これは、普段から決まった友達と

のみ深くかかわりがちな、児童だもの人間関係が影響

しているのではないかと考えた。今後は、仲の良い友

達との交流のみに目を向けるのではなく、日ごろから

クラス全員でのかかわりを意識し、児童たちが自然と

意見を交流したくなるような関係づくりを心がけたい。3

．社会科の授業における作文

児童たちが自分なりの意見をもつことができるよう、

授業の最後にオープンエンドの発問を投げかけた。児

童たちは授業で学んだことと関連付けながら、発問に

対する答えを白由に文章で表現することができた。

≪児童の「書けマス作文」から≫

ワークシートを書くのが楽しかった。自分の意見をみ

んなに知ってもらえるので、ワークシートはいいと思い

ます。

社会の授業はもっと難しくなるので、がんばりたいで

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G 児

千尋先生の授業だとみんなの意見が見られて、分から

ないところもみんなの意見を見たら分かるようになっ

たからよかった。　　　　　　　　　　　　　　　　H 児

上記の作文は､「千尋先生の社会科の授業をふり返っ

て| というテーマの 「書けマス作文| での児童の作文

である。このほかにも、「他の人の考えていることが分

かった。他の人の意見と［で］分の意見の違うところや同

じところを確認できた。」など、ワークシートを使った

意見の交流を肯定的に受け入れる記述が多くみられた。

このように、児童の作文を定期的に共有することは、

自分の意見をもったり授業の理解を深めたりすること

に効果的であると考えられる。また、児童だもの中に

他の人の考えを知りたいという潜在的な思いがある二

とが分かった。それをどう膨らませていくのかを今後

の課題としたい。

Ⅵ　教師力向上実習Ⅱにおける成果と課題

1 ．成果

教師力向上実習Ⅱにおける成果は、発言での表現が

苦手な児童が、作文を通して自分を表現する力を身に

つけられたことである。そこで教師との信頼関係の構

築や、作文を使った自己表現の楽しさを見出ナといっ

た、応答し合う人間関係を構築するための基礎が育成

されていると考える。今後も児童との信頼関係の構築

や作文を使った自己表現について学び、応答し合える

児童の育成を目指したい。

2 ．課題
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一方課題としては、次の2 点が挙げられる。一つ目

は、文章を交流する機会が少なく、児童らの人間関係

が応答し合うものになるような働きかけができなかっ

たことである。児童だもの中には、他者の思いを知り

たいという潜在的な思いがあることが分かったので、

それをどう膨らませていくのか考えていきたい。

2 つ目は、児童が書くことを思い浮かべられるよう

な生活をつくることができなかったことである。今後

は作文だけに目を向けるのではなく、児童だもの日常

が喜怒哀楽のあるものになるよう、工夫したい。

Ⅶ　本研究から学んだこと

本研究では、2点を目的としていた。1点目は学校

生活と日常生活につながりをもたせ、自ら思ったこと

を素直に書けるようになることである。これについて

は、実習Iと実習Ⅱを通して実践した日記指導とテー

マ付き「書けマス作文」がうまく作用し、生活の中で経験

したことや自ら思ったことを素直に書くことへの

抵抗感が低くなったと考える。アンケートの中の「書

けマス作文を書くことが好きだ。」という設問では、実

習I開始時から実習Ⅱ終了時で1を選択した人数が5

人増加している。同じく［自分の気持ちや考えたこと

を、素直に作文に書くことができる］という設問にお

いても、実習I開始時よりも実習Ⅱ終了時において1

を選択した人数が3 人増加している。

日記指導では、次の変化が特徴的であった。登場人

物が増えたこととセリフ調の記述が増えたことである。

これは、児童の日常生活における他者とのやりとりや

そこでの発言や思いをありのまま作文に書けるように

なってきたからだと私は考えた。

これらの結果から、私は本研究における1 点目の目

的は、概ね達成できたのではないかと考える。

本研究の目的の2 点目は、自分が書いた文章を受け

とめてもらう経験をしながら、友達と応答し合えるよ

うになることである。この点については、児童が書い

た文章をクラス全体で読み合い、交流する時間を設け

ることができなかったため、友達と応答し合えるよう

になることは難しかったが、授業でのふり返り作文を

共有したり、コメントを介して教師とのつながりを見

いたしたりすることで、児童たちの中に文章を介した

他者とのかかわりに肯定的な気持ちが生まれた。実習

Ⅱ終了時のアンケートや、社会科の授業を振り返った

「書けマス作文」の中に 「先生からのコメントが楽し

みだから（好き）。」、「みんなの意見が共有できて楽し

かった。」といった記述がみられ､ 児童たちの心の中に

自分の文章を受けとめてもらい、友達と交流したいと

いう潜在的な思いがあることが分かった。実習I ・実

習Ⅱを通して児童の思いを受け止めるコメントをした

り、児童と文章を介しか対話を心がけたりした結果、

児童が自分の文章を受け止めてもらえていると感じ、

アンケートの設問③で「思ったことを正直に書ける」

と回答したのではないだろうか。

一方、クラスの友達と文章を共有するとなると、児

童だもの中に抵抗感かおることも学んだ。年齢を重ね

るにつれて、児童だもの心の中に秘密にしたい 二とが

生まれてくるのは自然なことである。書いた文章全て

を共有するのではなく、秘密を守るべきところは守り

つつ、児童の反応に合わせた文章共有のかたちを探っ

ていくことが大切であると学んだ。また、交流は年度

を通して位置づけることが大切であるということも感

じた。児童たちが応答し合える人間関係を築くことが

できるよう、今後の課題としたい。

さらに、アンケートにおける児童の記述の中に「書

くことが思い浮かばない。」というものがいくつかあっ

た。これまでの実習を通して、児童らは自らが経験し

た事実について書くことを書きやすいと感じており、

また心が動いた出来事について書く際は自らの思いを

素直に表現できていることが多いことが分かった。こ

れらのことから、児童たちには普段の生活体験や学校

生活で書きたいと思う経験が必要であると考えた。今

後は作文教育のみに視点を当てるのではなく、児童の

心が動くようなしかけや学級づくりを心がけたいO
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≪付記≫

教師力向上実習I・Ⅱや日々のサポーター活動にお

いては、連携協力校であるA小学校の校長先生、教務

主任の先生、指導教諭の先生をはじめ所属学年の先生

方には大変お世話になりました。お世話になった全て

の先生方や職員の皆様に心から感謝申し上げます。

最後になりましたが､サポーター活動､実習I ・Ⅱ、

終了報告書の作成においてご指導を頂いた中山弘之先

生、実習コーディネーターとしてご指導を頂いた山内

雅夫先生をはじめ全ての先生方に心から感謝申し上げ

ます。誠にありがとうございました。
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